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* 充電前の走行状態やバッテリー残量・外気温により充電時間は異なります。

バッテリー本体 リチウムイオン
品番 FP254R9
公称電圧 24 V
公称容量 4.9Ah
定格容量 4750MA

使用環境温度範囲
放電時： -１０℃ ～ ５５℃
充電時： ５℃ ～ 45℃

充電時間 約3.5時間 *

■ K-FORTH用バッテリーの主な仕様

•

•

バッテリー交換は有料となります｡ バッテリーの交換は販売店にお問い合わせください。

リチウムイオンバッテリーは､「資源の有効な利用の促進に関する法律（資源有効利用促進法）」で､使用後の回収および再資源化が義務
付けられています｡ 交換時期が来て､使用済みになったバッテリーは､販売店でリサイクルしてもらってください。

■リチウムイオンバッテリーの交換について

注意 ： 過放電及び過充電によって充電ができなくなったバッテリーは保証対象外となります。

•

•

•

•

バッテリーは､放充電を繰り返したり､長期間保管しているとき､わずかずつですが､出力できる容量が低下しています｡ これ
をバッテリーの劣化と呼びます｡ バッテリーの劣化が徐 に々進み､出力できる容量が低下すると､一充電当たりの走行距離
も短くなり､アシストカが弱く感じることがあります。

リチウムイオンバッテリーは高性能で高耐久なバッテリーですが､わずかずつ劣化が進み､やがて交換が必要になります。
交換時期は､使用状況や気温､充電のしかたによって異なりますが､一充電当たりの走行距離が著しく短くなり､回復する兆
しがなければ､バッテリー交換時期といえます。

リチウムイオンバッテリーは､炎天下の自動車内や冬場の暖房器具のそばなど､高温下で保管すると顕著に劣化します｡ 高
温下での保管はなるべく避けて下さい。

満充電になったバッテリーを何回も充電する事（過充電）も劣化を促進するので避けてください。

■リチウムイオンバッテリーの劣化について

•リチウムイオンバッテリーは従来のバッテリーに比べて自然に放電する量は少ないですが､完全に放電してしまうと消耗を
早めることがあります。 長期間(1ヵ月以上）乗らない場合は､充電容量の30%～80%程度になるまで補充電(追加充電)
し､室内の涼しく(10~20℃) 湿気のない場所で車両を保管してください。

■リチウムイオンバッテリーの上手な保管方法

•

•

夏期の症状：気温が高くなる時期に、長い坂道を登ったり、重い荷物を積載して長時間走行した場合に、バッテリーまたはド
ライブユニットの温度が上がり、システム保護のためアシスト力が低下することがあります。 この場合は温度が適正になれば
回復します。

冬期の症状 : 約10℃以下の寒い環境ではバッテリー出力容量が少なくなり、走行距離が2～4割短くなったりアシスト力が
低下することがありますが、これはバッテリーの特性であり故障ではありません｡ 気温が暖かくなる（バッテリーの温度が適
温になる）と回復します。

■リチウムイオンバッテリーの特性

リチウムイオンバッテリーについて
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電源スイッチの点灯色によって電池残量を確認できます。

緑色点灯：推定残量 100％ - 60％

橙色点灯：推定残量 59％ - 20％ 

赤色点灯：推定残量 19％ - 5％

赤色点滅：推定残量 5％以下

※橙色点灯について
スイッチの点灯色がすべて橙色に変化するわけではなく、緑をベースに橙色が差し色として入ります。

※登坂時の赤色点灯について
バッテリー残量が十分な状態でも坂道を登っている際、一時的に赤色のランプが点灯することがあります。
これは、モーターに一時的な負荷がかかっているために起こる現象です。

電源スイッチ（イラスト内　  ）を長押しすると、点灯して電源がオンになります。
電源がオンの状態で、再度電源ボタンを長押しすると、消灯して電源がオフになります。
※電源がオンの状態で約5分間操作がない場合、自動的に電源がオフになります。
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電源スイッチの操作方法




